
第5回 中央図書館蔵稀観書展を終えて
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していただいている河合忠信 先生の他 に、

文芸学部の小川 幸 三先生、村瀬憲夫先生、

高田衛先生、文 芸学部の大学院生の方にお

願い して資料の選書や解題 についてお力添

えいただけることにな りました。そうして

最終的 に主に平安時代か ら江戸時代にかけ

ての刊本、写本、復製本等約50点 を展示す

ることとなりました。

河合先生に資料説明にあ りましたが、それ

ぞれの時代によって書物の特色があ ります。

日本の古典、主に写本の歴史をたどってい く

と、まず、天'r時 代は、天皇独裁の時代で天

1;とと僧侶のための占写本や写経が中心で し

た。平安時代の文化は、貴族、}ヨこ、女性の

貴族が中心であ り、女性は仮名書を好んだた

め仮名文の写本が激増したそうです。鎌倉時

代は、伊勢物語、源氏物語の時代、南北朝 ・

足利時代は連歌の時代で、由緒ある写本 「後

撰和歌集」(本学蔵)は この時代の ものです。

後撰和歌集や占今集は、連歌をつ くるための

お手本となったそうです。秀吉、家康が強大

な中央権力をもっていた桃山 ・江戸時代初期

にかけては軍記物が中心 となりました。江戸

時代中 ・後期が大衆文芸が盛んになり、井原

両鶴箸 「好色 ・代女」(本 学蔵)は まさにこ

の時代のものです。また、この頃は公卿によ

る写本筆写が続いており、嫁入り本と言われ

る豪華に彩色 された絵巻物や絵本が代 表で

す。「奈良絵本 鶴亀 ・松竹物語」(本 学蔵)

がそれです。

本学蔵書の他に、ご厚意で、高田先生に

『日本水1許伝』、河合先生に 『俳譜.三十六歌倦』

をお借りすることができ、より充実したもの

になりました。

平 成7年 か ら年2同 ず つ開 催 して き ま し

た 中 央図 書館 蔵稀 観 、1}:展は 、去 る 馳F成9年

12112日 火 一4日 木に開催 され 、第5回 を

数 え るこ と とな りま した この稀 観,ll:展を

始め る こ とにな ったの は、本学 の 自慢 の ひ

とつ であ る稀槻 書をぜ ひみ な さんに知 って

い た だ こ う と思 っ たか らです.本 学 に は 、

稀襯,1}=とい われ るノく変珍 しい貴 重な 占、i芋や

限定 本 を数多 く所蔵 してお りますが 、利 用

よ りも保 存 に重 点 をお いてい るため 、 浮段

はみ な さん に閲 覧 してい ただ け ませ ん 、か

と庁って 、 しまってお くだけで は"宝 の持

ち腐 れ"に な って しまい ます.見 て知 って

いた だい て こそ 価値 を持つ もの で はな いで

しょ うか 、み な さん は稀観 書 とい って も ピ

ン とこな いか も しれ ませ んが、 中 には家が

一軒 建つ くらい高 価 な もの もあ るの です
。

俗 っぼ い例 えで すが 、 とにか くそれ ほ ど価

値の あるもの もあ ります

さて 、第5回 稀観1蚤}:展の テ ーマは 「H本

の 占典」 と して 、わが 国の 占典文 学作 品 を

iヨこ展 示 しま した 中学 ・高校時 代 に学 ん

だ もの を中心 に したの で親 しみ を持 って い

ただけ ると思 ったか らです、

準 備 を進め る にあ た り、担 当 者 ・同学生

時代 に学 ん だ古典 を思 い出 そ う とす るので

すが 、ず いぶ ん 前の こ となので 大変 呂;労 し

ま した 文学 年表 か ら、記憶 の 中に ある も

の を ビ ックア ップす るこ とか ら始 ま りま し

た。 「あ っ、これ習 った よね」 と懐 か しさ半

分 なのです が 、形 に してい くのは 大変 で し

た。

今 回 は、 よ り内容 の深 い もの に したい と

い うこ ともあ り、 いつ も展示資 料 の説 明 を
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この稀観書展 もおかげさまで3日 間で220

名の方にお越 しいただき、好評に終えるこ

とがで きました。 ご協力いただいたアンケ

ー ト結果か らみても 「本学にこんな ものが

あるのを知 らなかった。」「研究のヒントに

なった。」「な じみのある書物だったので興

味を持った。」という感想をいただきました。

次回は、未定ですが皆さんのご意見 を参

考にさせていただき、皆さんが興味を持 て

るような企画を考 えていこうと思 っていま

す。

今後 も一点で も多 くの資料 を目にしてい

ただける機会をもうけて、またそれが きっ

かけになってみなさんが図書館に足を運ん

で くれる回数が増 えるよう私たちも努力 し

ていきたいと思っております。


